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はじめに
　昭和34年9月、この地域を襲った伊勢湾台風からまもなく60年となります。伊勢湾台風は、日
本における昭和20年以降の自然災害において、平成23年3月の東日本大震災、平成7年1月
の阪神・淡路大震災に次ぐ死者・行方不明者となる甚大な被害をもたらし、我が国の災害対
策の根幹をなす災害対策基本法を制定する契機となりました。
これ以降、木曽三川下流部では、堤防、排水機場、長良川河口堰、ダムの整備など、様 な々防
災対策を推進してきています。
　しかし、近年では集中的な大雨による被害が多く、平成27年9月関東・東北豪雨、平成29年
7月九州北部豪雨、平成30年7月豪雨（岡山県倉敷市他）など、毎年のように全国各地で甚
大な浸水被害が発生しています。また、気候変動の影響により伊勢湾台風を超える「スーパー
伊勢湾台風」の発生も懸念されています。
　木曽三川下流部は日本最大の海抜ゼロメートル地帯に位置しており、万が一堤防が決壊
した場合、広い範囲で長期間にわたる浸水が生じ、社会に大きな影響を与えます。このため、
この地域において、再び施設能力を上回るような高潮や洪水が発生することを前提として、関
係市町村や県等が連携して減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計
画的に推進する「水防災意識社会」を再構築する取組を進めています。
　伊勢湾台風から60年が経ち、その悲惨な実態を伝えることも難しくなってきており、60年前
の伊勢湾台風の悲惨な被害を風化させることなく後世に伝えるとともに、「スーパー伊勢湾台
風」などによる洪水・高潮時に流域住民の「命を守る」行動に結びつけてもらえるよう、『伊勢
湾台風から60年～KISSO特別号～』をとりまとめました。本号には、これまで「木曽三川　歴
史・文化の調査研究資料」”KISSO”に掲載された伊勢湾台風関係の記事に加え、気候変動
と巨大台風の関係、水防災意識社会が目指す「自らのいのちは自ら守る”自助”」に関する最
新の知見を掲載していますので皆様の早期避難行動の参考にして頂ければ幸いです。
　本号の発刊にあたり、最新の情報等を提供いただいた東京大学大学院　片田敏孝特任
教授、名古屋大学　坪木和久教授、”KISSO”編集のご指導を頂いております大同大学　
久保田稔名誉教授に深く感謝申し上げます。安全・安心な木曽三川下流域とするため、引き
続き皆さまのご理解とご協力を頂きますようお願い申し上げ、巻頭の挨拶といたします。

令和元年9月

国土交通省中部地方整備局　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木曽川下流河川事務所長　村田 啓之

ＫＩＳＳＯ特別号



弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋
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台
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第
一
章

第
一
章

後
）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
女
性
名

を
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
か
ら
発

生
順
に
番
号
で
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
沿
岸

を
襲
っ
た
そ
の
規
模
と
災
害
が
気
象
史
上

稀
な
大
型
高
潮
台
風
で
あ
っ
た
の
で
、
昭

和
三
四
年
九
月
三
〇
日
、
気
象
庁
は
台
風

一
五
号
を
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　

台
風
一
五
号
の
発
生
は
、
昭
和
三
四
年

九
月
二
一
日
で
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の

東
に
あ
っ
た
、
弱
い
熱
帯
低
気
圧
は
急
速

に
発
達
し
、
二
二
日
に
は
台
風
一
五
号
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
台
風
が
潮
岬

西
方
に
上
陸
し
た
の
が
九
月
二
六
日
一
八

時
過
ぎ
で
、
図
で
示
す
よ
う
に
高
山
市
を

午
後
一
一
時
に
通
過
、
東
海
圏
一
帯
は
、

巨
大
な
台
風
の
爪
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た

の
で
し
た
。
で
は
、
台
風
襲
来
ま
で
の
経

過
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
三
日
：
午
後
三
時
に
は
硫
黄
島
の

南
南
東
約
六
〇
〇
㎞
、
最
大
風
速
毎
秒
七

五
m
の
超
大
型
台
風
と
な
り
、
北
上
し
は

じ
め
た
。

九
月
二
四
日
：
熊
野
地
方
は
二
三
日
夜
か

ら
四
〇
〇
㎜
の
豪
雨
に
よ
っ
て
約
二
億
円

数
千
㎞
の
異
常
風
域
の

渦
巻
で
す
。

　

台
風
の
災
害
史
の
中

で
も
、
最
大
級
の
規
模

だ
っ
た
の
が
昭
和
三
四

年
（
一
九
五
九
）
に
来

襲
し
た
伊
勢
湾
台
風
で

す
。
全
国
で
五
、〇
八
九

人
の
尊
い
人
命
と
家
屋

や
田
畑
を
一
瞬
に
奪
い

取
り
、
戦
後
の
槌
音
響

く
日
本
に
大
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

実
り
を
育
み
、
命
の
源
泉
で
あ
る
水

も
、
一
瞬
に
し
て
命
を
の
み
込
ん
で
し
ま

う
自
然
の
脅
威
、
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
勢
湾

台
風
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
承
し
、

水
と
の
共
生
を
図
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
人

の
課
題
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
経
過
と
規
模

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
国
際
的
に
は
ベ
ラ
台

風
（
北
半
球
で
の
呼
称
）
と
呼
ば
れ
た
台

風
で
、
わ
が
国
で
は
当
初
、
一
五
号
台
風

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
従
来
（
第
二
次
世
界
大
戦

の
秋
を
象
徴
す
る
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
自
然
現
象
を
な
だ
め
す

か
し
、
抑
え
込
み
、
時
に
は
裏
切
ら
れ
な

が
ら
も
、
共
存
を
目
指
し
た
の
が
、
人
間

の
歴
史
で
す
。
治
水
と
防
災
は
い
つ
の
世

も
、
い
つ
の
時
代
も
、
永
遠
の
テ
ー
マ
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
台
風
と
は
、
北
太
平
洋
で
発

生
し
た
熱
帯
性
低
気
圧
の
う
ち
、
最
大
風

速
が
毎
秒
一
七.

二
m
（
注
：
三
四
ノ
ッ
ト
、

風
力
八
m
）
以
上
に
発
達
し
た
も
の
で
す
。

七
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
最
も
多
く
発

生
し
、
年
間
発
生
数
は
平
均
し
て
二
七

個
、
こ
の
う
ち
三
個
前
後
が
日
本
に
来
襲

し
て
風
水
害
を
起
こ
す
、
直
径
数
百
か
ら

　
伊
勢
湾
台
風
に
学
ぶ

　

毎
年
、
お
定
ま
り
の
よ
う
に
暴
風
雨
を

巻
き
起
こ
す
台
風
は
、
恐
ろ
し
い
水
害
と

水
の
恩
恵
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然
現
象
で
あ

り
、
俳
句
の
季
語
に
さ
れ
る
ほ
ど
、
日
本

心
気
圧
は
九
六
〇
mb
。
潮
岬
上
陸
以
来
わ

ず
か
六
時
間
あ
ま
り
で
中
部
地
方
を
縦

断
、
そ
の
後
、
佐
渡
、
秋
田
を
通
過
す
る
頃

に
は
そ
の
勢
力
も
弱
ま
り
、
北
海
道
の
襟
裳

岬
を
経
て
千
島
南
東
海
上
に
去
っ
た
。

　

こ
の
台
風
は
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
過
し

た
た
め
、
暴
風
域
は
伊
勢
湾
に
集
中
、
低
気

圧
に
よ
る
水
面
の
上
昇
に
加
え
、
伊
勢
湾
口

よ
り
湾
奥
に
向
け
て
波
の
吹
き
寄
せ
が
生

じ
、
午
後
九
時
三
五
分
に
は
、
高
潮
は
記
録

的
な
値
を
も
た
ら
し
、
こ
の
異
常
潮
位
に
よ

り
、
海
岸
堤
防
や
河
口
付
近
の
河
川
堤
防

は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
、
伊
勢
湾
沿
岸
地

方
で
は
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

　

伊
勢
湾
沿
岸
地
帯
、
渥
美
半
島
沿
岸
地

方
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
の
、
気

象
学
的
及
び
地
理
学
的
な
特
徴
は
、
次
の

通
り
で
す
。

（
一
）マ
リ
ア
ナ
発
生
か
ら
上
陸
ま
で
わ
ず
か

六
日
間
で
あ
り
、中
心
気
圧
が
非
常
に

早
く
し
か
も
深
く
発
達
し
た
こ
と
。

の
被
害
を
受
け
た
。

九
月
二
五
日
：
午
後
五
時
、
名
古
屋
地
方

気
象
台
は
東
海
四
県
に
大
雨
注
意
報
を
発

令
。
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
海
上
は
朝
か

ら
陸
上
は
明
昼
頃
か
ら
暴
風
圏
に
入
る
と

い
う
台
風
情
報
第
一
号
を
出
し
た
。

九
月
二
六
日
：
午
前
六
時
に
は
台
風
情
報

第
二
号
、
午
前
七
時
三
〇
分
に
は
名
古
屋

地
方
気
象
台
が
、
風
雨
注
意
報
を
発
令
。

午
後
二
時
に
は
紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇

㎞
の
海
上
に
迫
り
、
熊
野
灘
・
遠
州
灘
で

は
大
し
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
海
地
方

の
海
岸
で
も
毎
秒
二
〇
m
以
上
の
強
い
東

風
が
吹
き
、
岐
阜
・
三
重
両
県
の
山
岳
部

で
は
こ
の
時
ま
で
に
一
五
〇
〜
二
〇
〇
㎜

の
雨
量
を
観
測
。
午
後
六
時
に
は
潮
岬
の

西
約
一
五
㎞
の
地
点
に
上
陸
、
台
風
の
眼

の
中
に
入
っ
た
。
こ
の
頃
す
で
に
、
紀
伊

半
島
内
、
四
国
東
部
、
東
海
地
方
が
風
速

毎
秒
三
〇
m
の
暴
風
圏
内
に
。
上
陸
後
も

勢
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
平
均
時
速
六

五
㎞
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
、
午
後
七
時
に
は

奈
良
・
和
歌
山
の
県
境
、
午
後
八
時
に
は

奈
良
県
中
部
、
午
後
九
時
に
は
鈴
鹿
峠
を

通
過
。
一
〇
時
に
岐
阜
市
の
西
北
に
達
し

て
な
お
規
模
は
衰
え
ず
、
中
心
気
圧
は
九

四
五
mb
（
注
：
ミ
リ
バ
ー
ル
。
一
九
九
二

年
以
降
は
定
義
は
異
な
る
が
数
値
は
同
じ

の
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル[hPa]

を
使
用
）
、

暴
風
は
岐
阜
で
平
均
風
速
毎
秒
三
二
m
、

名
古
屋
市
は
三
七
m
、
瞬
間
最
大
風
速
四

五.

七
m
と
い
う
名
古
屋
地
方
気
象
台
開

設
以
来
の
記
録
を
示
し
た
。

九
月
二
七
日
：
午
前
〇
時
、
依
然
衰
え
を
み

せ
ぬ
台
風
は
富
山
の
東
を
通
り
、
午
前
一

時
、
日
本
海
へ
駆
け
抜
け
た
。
こ
の
時
の
中

■ 主な台風の比較

■ 伊勢湾台風の経路と暴風域
　（原図　名古屋地方気象台　伊勢湾台風気象概報）

■ 伊勢湾台風による浸水状況図

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
夕
刻
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風

は
、
未
曾
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

た
だ
で
さ
え
勢
力
の
強
い
台
風
を
増
幅
さ
せ
た
の
が
、
気
圧
低
下
と
強

風
に
よ
る
高
潮
。

伊
勢
湾
及
び
渥
美
半
島
沿
岸
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

そ
の
台
風
か
ら
来
年
は
四
十
年
と
な
り
ま
す
。

今
回
か
ら
伊
勢
湾
台
風
を
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
し
、
治
水
と
防
災
の
今
を

考
え
ま
す
。

台
風
災
害
史
上
に

名
を
残
す
伊
勢
湾
台
風

第
一
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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潮位の最大偏差

上陸時の最低気圧

瞬間
最大風速

平均最大風速

最高潮位
T.P.

3.9(m) 3.2(m)

2.6(m) 2.3(m)

3.6(m)
(伊勢湾)

3.1(m)
(大阪湾)

2.0(m)
(鹿児島湾) 0.9(m)

(名古屋湾)

929.5
(mb)

912(mb)

916(mb) 953(mb)

60(m/s) 60(m/s)

62.7(m/s) 30(m/s)

37(m/s) 47(m/s)

40(m/s)
22(m/s)

伊勢湾台風
1959.9.26

上陸地点：潮岬西方

室戸台風
1934.9.21

上陸地点：室戸岬

枕崎台風
1945.9.17

上陸地点：枕崎

13号台風
1953.9.25

上陸地点：尾鷲

伊
　
勢
　
湾

鳥羽市

伊勢市

松阪市

四日市市

鈴鹿市亀山市

津市

久居市

鈴鹿川

安濃川

雲出川

節
田
川

大垣市 羽島市

津島市
名古屋市

高
山
線

東海市

知多市

半田市
常滑市

高浜市

知立市

岡崎市
安城市

西尾市
蒲郡市 豊川市

豊橋市

渥美半島

三　河　湾
（渥美湾）

伊
良
湖
岬

知
多
半
島

矢
作
川

幡豆郡

東浦町

東海道本線
一般国道1号

豊川

養老町

牧田川

南濃町

多度町

安
八
町

長
良
川

平田町

海津町

揖
斐
川

桑名市
関
西
本
線

東
海
道
本
線

木曽川

八開村

立田村

長
良
川

木
曽
川

甚目寺町 中村区

熱田区中川区
十四山村

長島町 海部郡

木曽岬町
飛島村 天白川

港区 南区 緑区
日
光
川

庄
内
川

岐阜市
根
尾
川

穂積町

970
15/22903894

140

897
900

910

11/23
15/23

5/24
915

18
2124

3/25

910

910
905
900 6

9
12
15
18
21
24
3/26

920

18

15

12
9
6

5

4
3
2
1/27
24
23
22
21

970

965
960

950

945
940

990150982

982
982

984
8 12

15

18

40

3/28

140130

40

30

20

130

30

25日3時

26日3時

27日1時

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
干
拓
の
島
を
再
び
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
。
愛
知
県
と
三
重
県
の
両

県
で
死
者
・
行
方
不
明
者
四
、
五
三
三
名
と
い
う
災
害
史
上
、
類
い
稀
な
大
災
害
で
し

た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
我
が
国
の
高
潮
対
策
は
大
き
く
前
進
し
、
以
来
、
高
潮
に
よ

る
災
害
は
驚
く
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

◆
大
き
く
変
わ
っ
た
高
潮
対
策
工
法

　

昭
和
初
期
の
海
岸
堤
防
は
、
天
端
も
低
く
、
主
に
石
積
、
石
張
の
構
造
で
、
室
戸
台

風
、
枕
崎
台
風
な
ど
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
災
害
の
つ
ど
、
天
端
を
高
く
し
た
り
、
パ
ラ

ペ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
し
て
改
良
修
復
工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
高
潮
災
害
で
、
三
重
県
沿
岸
と
愛
知

県
三
河
湾
、
静
岡
県
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
昭
和
三

一
年
に
「
海
岸
法
」
が
、
同
三
三
年
一
二
月
に
は
近
代
海
岸
工
学
の
礎
と
も
い
う
べ
き

「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
が
制
定
さ
れ
、
堤
防
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三

面
張
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
に
上
陸
し
た
台
風
一
五
号
（
伊
勢

湾
台
風
）
は
伊
勢
湾
の
西
部
を
通
過
し
、
伊
勢
湾
岸
域
に
と
っ
て
最
悪
の
南
南
東
の

風
に
な
り
、
低
い
気
圧
に
よ
る
水
面
上
昇
と
風
の
吹
き
寄
せ
に
よ
る
水
面
上
昇
が
重

な
り
、
伊
勢
湾
の
奥
で
は
最
高
潮
位
が
Ｔ·

Ｐ·

＋
三.

八
九
m
と
い
う
記
録
的
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
伊
勢
湾
奥
は
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
災
害
を
逸

れ
た
た
め
に
、
高
潮
に
対
す
る
堤
防
の
改
良
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
災
直
後
、
「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
」
が
特
別
措
置
法
と

し
て
制
定
さ
れ
、
「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
伊
勢
湾
沿
岸
部
を
襲
っ
た
二
つ
の
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
最
高
潮
位
を
対
象
と
し
た
計
画
か
ら
、
「
伊
勢
湾
台
風
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、

予
測
さ
れ
る
最
悪
の
潮
位
と

波
の
う
ち
あ
げ
を
考
慮
し
た

計
画
に
変
り
、
さ
ら
に
「
三
面

張
」
に
よ
る
構
造
の
確
立
、
河

口
部
に
お
け
る
河
川
堤
防
の

高
潮
対
策
な
ど
、
我
が
国
の

高
潮
対
策
法
工
法
に
大
き
な

変
換
を
も
た
ら
し
、
著
し
い

効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
堤
防

平成2年度木曽川源緑高潮堤防補強工事

白鷺地区の締め切りに全力をあげるサンドポンプ
（中日新聞社提供）
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後
）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
女
性
名

を
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
か
ら
発

生
順
に
番
号
で
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
沿
岸

を
襲
っ
た
そ
の
規
模
と
災
害
が
気
象
史
上

稀
な
大
型
高
潮
台
風
で
あ
っ
た
の
で
、
昭

和
三
四
年
九
月
三
〇
日
、
気
象
庁
は
台
風

一
五
号
を
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　

台
風
一
五
号
の
発
生
は
、
昭
和
三
四
年

九
月
二
一
日
で
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の

東
に
あ
っ
た
、
弱
い
熱
帯
低
気
圧
は
急
速

に
発
達
し
、
二
二
日
に
は
台
風
一
五
号
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
台
風
が
潮
岬

西
方
に
上
陸
し
た
の
が
九
月
二
六
日
一
八

時
過
ぎ
で
、
図
で
示
す
よ
う
に
高
山
市
を

午
後
一
一
時
に
通
過
、
東
海
圏
一
帯
は
、

巨
大
な
台
風
の
爪
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た

の
で
し
た
。
で
は
、
台
風
襲
来
ま
で
の
経

過
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
三
日
：
午
後
三
時
に
は
硫
黄
島
の

南
南
東
約
六
〇
〇
㎞
、
最
大
風
速
毎
秒
七

五
m
の
超
大
型
台
風
と
な
り
、
北
上
し
は

じ
め
た
。

九
月
二
四
日
：
熊
野
地
方
は
二
三
日
夜
か

ら
四
〇
〇
㎜
の
豪
雨
に
よ
っ
て
約
二
億
円

数
千
㎞
の
異
常
風
域
の

渦
巻
で
す
。

　

台
風
の
災
害
史
の
中

で
も
、
最
大
級
の
規
模

だ
っ
た
の
が
昭
和
三
四

年
（
一
九
五
九
）
に
来

襲
し
た
伊
勢
湾
台
風
で

す
。
全
国
で
五
、〇
八
九

人
の
尊
い
人
命
と
家
屋

や
田
畑
を
一
瞬
に
奪
い

取
り
、
戦
後
の
槌
音
響

く
日
本
に
大
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

実
り
を
育
み
、
命
の
源
泉
で
あ
る
水

も
、
一
瞬
に
し
て
命
を
の
み
込
ん
で
し
ま

う
自
然
の
脅
威
、
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
勢
湾

台
風
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
承
し
、

水
と
の
共
生
を
図
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
人

の
課
題
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
経
過
と
規
模

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
国
際
的
に
は
ベ
ラ
台

風
（
北
半
球
で
の
呼
称
）
と
呼
ば
れ
た
台

風
で
、
わ
が
国
で
は
当
初
、
一
五
号
台
風

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
従
来
（
第
二
次
世
界
大
戦

の
秋
を
象
徴
す
る
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
自
然
現
象
を
な
だ
め
す

か
し
、
抑
え
込
み
、
時
に
は
裏
切
ら
れ
な

が
ら
も
、
共
存
を
目
指
し
た
の
が
、
人
間

の
歴
史
で
す
。
治
水
と
防
災
は
い
つ
の
世

も
、
い
つ
の
時
代
も
、
永
遠
の
テ
ー
マ
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
台
風
と
は
、
北
太
平
洋
で
発

生
し
た
熱
帯
性
低
気
圧
の
う
ち
、
最
大
風

速
が
毎
秒
一
七.

二
m
（
注
：
三
四
ノ
ッ
ト
、

風
力
八
m
）
以
上
に
発
達
し
た
も
の
で
す
。

七
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
最
も
多
く
発

生
し
、
年
間
発
生
数
は
平
均
し
て
二
七

個
、
こ
の
う
ち
三
個
前
後
が
日
本
に
来
襲

し
て
風
水
害
を
起
こ
す
、
直
径
数
百
か
ら

　
伊
勢
湾
台
風
に
学
ぶ

　

毎
年
、
お
定
ま
り
の
よ
う
に
暴
風
雨
を

巻
き
起
こ
す
台
風
は
、
恐
ろ
し
い
水
害
と

水
の
恩
恵
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然
現
象
で
あ

り
、
俳
句
の
季
語
に
さ
れ
る
ほ
ど
、
日
本

心
気
圧
は
九
六
〇
mb
。
潮
岬
上
陸
以
来
わ

ず
か
六
時
間
あ
ま
り
で
中
部
地
方
を
縦

断
、
そ
の
後
、
佐
渡
、
秋
田
を
通
過
す
る
頃

に
は
そ
の
勢
力
も
弱
ま
り
、
北
海
道
の
襟
裳

岬
を
経
て
千
島
南
東
海
上
に
去
っ
た
。

　

こ
の
台
風
は
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
過
し

た
た
め
、
暴
風
域
は
伊
勢
湾
に
集
中
、
低
気

圧
に
よ
る
水
面
の
上
昇
に
加
え
、
伊
勢
湾
口

よ
り
湾
奥
に
向
け
て
波
の
吹
き
寄
せ
が
生

じ
、
午
後
九
時
三
五
分
に
は
、
高
潮
は
記
録

的
な
値
を
も
た
ら
し
、
こ
の
異
常
潮
位
に
よ

り
、
海
岸
堤
防
や
河
口
付
近
の
河
川
堤
防

は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
、
伊
勢
湾
沿
岸
地

方
で
は
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

　

伊
勢
湾
沿
岸
地
帯
、
渥
美
半
島
沿
岸
地

方
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
の
、
気

象
学
的
及
び
地
理
学
的
な
特
徴
は
、
次
の

通
り
で
す
。

（
一
）マ
リ
ア
ナ
発
生
か
ら
上
陸
ま
で
わ
ず
か

六
日
間
で
あ
り
、中
心
気
圧
が
非
常
に

早
く
し
か
も
深
く
発
達
し
た
こ
と
。

の
被
害
を
受
け
た
。

九
月
二
五
日
：
午
後
五
時
、
名
古
屋
地
方

気
象
台
は
東
海
四
県
に
大
雨
注
意
報
を
発

令
。
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
海
上
は
朝
か

ら
陸
上
は
明
昼
頃
か
ら
暴
風
圏
に
入
る
と

い
う
台
風
情
報
第
一
号
を
出
し
た
。

九
月
二
六
日
：
午
前
六
時
に
は
台
風
情
報

第
二
号
、
午
前
七
時
三
〇
分
に
は
名
古
屋

地
方
気
象
台
が
、
風
雨
注
意
報
を
発
令
。

午
後
二
時
に
は
紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇

㎞
の
海
上
に
迫
り
、
熊
野
灘
・
遠
州
灘
で

は
大
し
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
海
地
方

の
海
岸
で
も
毎
秒
二
〇
m
以
上
の
強
い
東

風
が
吹
き
、
岐
阜
・
三
重
両
県
の
山
岳
部

で
は
こ
の
時
ま
で
に
一
五
〇
〜
二
〇
〇
㎜

の
雨
量
を
観
測
。
午
後
六
時
に
は
潮
岬
の

西
約
一
五
㎞
の
地
点
に
上
陸
、
台
風
の
眼

の
中
に
入
っ
た
。
こ
の
頃
す
で
に
、
紀
伊

半
島
内
、
四
国
東
部
、
東
海
地
方
が
風
速

毎
秒
三
〇
m
の
暴
風
圏
内
に
。
上
陸
後
も

勢
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
平
均
時
速
六

五
㎞
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
、
午
後
七
時
に
は

奈
良
・
和
歌
山
の
県
境
、
午
後
八
時
に
は

奈
良
県
中
部
、
午
後
九
時
に
は
鈴
鹿
峠
を

通
過
。
一
〇
時
に
岐
阜
市
の
西
北
に
達
し

て
な
お
規
模
は
衰
え
ず
、
中
心
気
圧
は
九

四
五
mb
（
注
：
ミ
リ
バ
ー
ル
。
一
九
九
二

年
以
降
は
定
義
は
異
な
る
が
数
値
は
同
じ

の
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル[hPa]

を
使
用
）
、

暴
風
は
岐
阜
で
平
均
風
速
毎
秒
三
二
m
、

名
古
屋
市
は
三
七
m
、
瞬
間
最
大
風
速
四

五.

七
m
と
い
う
名
古
屋
地
方
気
象
台
開

設
以
来
の
記
録
を
示
し
た
。

九
月
二
七
日
：
午
前
〇
時
、
依
然
衰
え
を
み

せ
ぬ
台
風
は
富
山
の
東
を
通
り
、
午
前
一

時
、
日
本
海
へ
駆
け
抜
け
た
。
こ
の
時
の
中

■ 主な台風の比較

■ 伊勢湾台風の経路と暴風域
　（原図　名古屋地方気象台　伊勢湾台風気象概報）

■ 伊勢湾台風による浸水状況図

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
夕
刻
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風

は
、
未
曾
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

た
だ
で
さ
え
勢
力
の
強
い
台
風
を
増
幅
さ
せ
た
の
が
、
気
圧
低
下
と
強

風
に
よ
る
高
潮
。

伊
勢
湾
及
び
渥
美
半
島
沿
岸
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

そ
の
台
風
か
ら
来
年
は
四
十
年
と
な
り
ま
す
。

今
回
か
ら
伊
勢
湾
台
風
を
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
し
、
治
水
と
防
災
の
今
を

考
え
ま
す
。

台
風
災
害
史
上
に

名
を
残
す
伊
勢
湾
台
風

第
一
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。
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潮位の最大偏差

上陸時の最低気圧

瞬間
最大風速

平均最大風速

最高潮位
T.P.

3.9(m) 3.2(m)

2.6(m) 2.3(m)

3.6(m)
(伊勢湾)

3.1(m)
(大阪湾)

2.0(m)
(鹿児島湾) 0.9(m)

(名古屋湾)

929.5
(mb)

912(mb)

916(mb) 953(mb)

60(m/s) 60(m/s)

62.7(m/s) 30(m/s)

37(m/s) 47(m/s)

40(m/s)
22(m/s)

伊勢湾台風
1959.9.26

上陸地点：潮岬西方

室戸台風
1934.9.21

上陸地点：室戸岬

枕崎台風
1945.9.17

上陸地点：枕崎

13号台風
1953.9.25

上陸地点：尾鷲

伊
　
勢
　
湾

鳥羽市

伊勢市

松阪市

四日市市

鈴鹿市亀山市

津市

久居市

鈴鹿川

安濃川

雲出川

節
田
川

大垣市 羽島市

津島市
名古屋市

高
山
線

東海市

知多市

半田市
常滑市

高浜市

知立市

岡崎市
安城市

西尾市
蒲郡市 豊川市

豊橋市

渥美半島

三　河　湾
（渥美湾）

伊
良
湖
岬

知
多
半
島

矢
作
川

幡豆郡

東浦町

東海道本線
一般国道1号

豊川

養老町

牧田川

南濃町

多度町

安
八
町

長
良
川

平田町

海津町

揖
斐
川

桑名市
関
西
本
線

東
海
道
本
線

木曽川

八開村

立田村

長
良
川

木
曽
川

甚目寺町 中村区

熱田区中川区
十四山村

長島町 海部郡

木曽岬町
飛島村 天白川

港区 南区 緑区
日
光
川

庄
内
川

岐阜市
根
尾
川

穂積町

970
15/22903894

140

897
900

910

11/23
15/23

5/24
915

18
2124

3/25

910

910
905
900 6

9
12
15
18
21
24
3/26

920

18

15

12
9
6

5

4
3
2
1/27
24
23
22
21

970

965
960

950

945
940

990150982

982
982

984
8 12

15

18

40

3/28

140130

40

30

20

130

30

25日3時

26日3時

27日1時

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
干
拓
の
島
を
再
び
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
。
愛
知
県
と
三
重
県
の
両

県
で
死
者
・
行
方
不
明
者
四
、
五
三
三
名
と
い
う
災
害
史
上
、
類
い
稀
な
大
災
害
で
し

た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
我
が
国
の
高
潮
対
策
は
大
き
く
前
進
し
、
以
来
、
高
潮
に
よ

る
災
害
は
驚
く
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

◆
大
き
く
変
わ
っ
た
高
潮
対
策
工
法

　

昭
和
初
期
の
海
岸
堤
防
は
、
天
端
も
低
く
、
主
に
石
積
、
石
張
の
構
造
で
、
室
戸
台

風
、
枕
崎
台
風
な
ど
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
災
害
の
つ
ど
、
天
端
を
高
く
し
た
り
、
パ
ラ

ペ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
し
て
改
良
修
復
工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
高
潮
災
害
で
、
三
重
県
沿
岸
と
愛
知

県
三
河
湾
、
静
岡
県
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
昭
和
三

一
年
に
「
海
岸
法
」
が
、
同
三
三
年
一
二
月
に
は
近
代
海
岸
工
学
の
礎
と
も
い
う
べ
き

「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
が
制
定
さ
れ
、
堤
防
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三

面
張
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
に
上
陸
し
た
台
風
一
五
号
（
伊
勢

湾
台
風
）
は
伊
勢
湾
の
西
部
を
通
過
し
、
伊
勢
湾
岸
域
に
と
っ
て
最
悪
の
南
南
東
の

風
に
な
り
、
低
い
気
圧
に
よ
る
水
面
上
昇
と
風
の
吹
き
寄
せ
に
よ
る
水
面
上
昇
が
重

な
り
、
伊
勢
湾
の
奥
で
は
最
高
潮
位
が
Ｔ·

Ｐ·

＋
三.

八
九
m
と
い
う
記
録
的
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
伊
勢
湾
奥
は
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
災
害
を
逸

れ
た
た
め
に
、
高
潮
に
対
す
る
堤
防
の
改
良
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
災
直
後
、
「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
」
が
特
別
措
置
法
と

し
て
制
定
さ
れ
、
「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
伊
勢
湾
沿
岸
部
を
襲
っ
た
二
つ
の
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
最
高
潮
位
を
対
象
と
し
た
計
画
か
ら
、
「
伊
勢
湾
台
風
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、

予
測
さ
れ
る
最
悪
の
潮
位
と

波
の
う
ち
あ
げ
を
考
慮
し
た

計
画
に
変
り
、
さ
ら
に
「
三
面

張
」
に
よ
る
構
造
の
確
立
、
河

口
部
に
お
け
る
河
川
堤
防
の

高
潮
対
策
な
ど
、
我
が
国
の

高
潮
対
策
法
工
法
に
大
き
な

変
換
を
も
た
ら
し
、
著
し
い

効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
堤
防

平成2年度木曽川源緑高潮堤防補強工事

白鷺地区の締め切りに全力をあげるサンドポンプ
（中日新聞社提供）



34

第
一
章

第
一
章

（
二
）
発
生
初
期
か
ら
上
陸
直
前
ま
で
非
常

に
強
い
中
心
勢
力
を
維
持
し
、
中
心

気
圧
は
本
土
へ
上
陸
し
た
台
風
の
観

測
記
録
値
と
し
て
、
昭
和
九
年
の
室

戸
台
風
、
昭
和
二
〇
年
の
枕
崎
台
風

に
次
い
で
、史
上
三
番
目
で
あ
っ
た
。

（
三
）
暴
風
圏
が
非
常
に
広
大
な
超
大
型
台

風
で
、
本
州
南
方
海
上
を
北
上
す
る

頃
に
は
、最
大
風
速
毎
秒
七
五
m
、風

速
毎
秒
二
五
m
以
上
の
暴
風
圏
が
直

径
七
〇
〇
㎞
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
四
）
本
州
付
近
の
停
滞
前
線
が
台
風
の
接

近
と
と
も
に
活
発
と
な
り
、
各
地
の

大
雨
を
も
た
ら
し
た
こ
と
。

（
五
） 

上
陸
後
も
勢
力
は
衰
え
ず
、
毎
時
六
五

㎞
に
近
い
速
度
で
駆
け
抜
け
た
こ
と
。

（
六
） 

伊
勢
湾
の
左
側
（
西
側
）
と
い
う
伊
勢

湾
及
び
渥
美
湾
沿
岸
地
方
な
ど
に

と
っ
て
、高
潮
の
吹
き
寄
せ
効
果
の
高

ま
る
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
っ
た
こ
と
。

（
七
） 

台
風
経
路
の
特
徴
は
、
九
月
二
五
日

以
降
は
南
北
方
向
に
速
度
分
布
が
大

き
か
っ
た
こ
と
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
状
況

　　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
の
は
愛
知
・
三
重
両
県
で
す
。
中
で

も
人
家
が
密
集
し
て
い
る
名
古
屋
市
南
部

及
び
西
部
、
愛
知
県
海
部
郡
一
帯
、
三
重

県
北
部
の
木
曽
三
川
河
口
付
近
で
、
異
常

潮
位
の
た
め
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
堤
防
が

決
壊
し
、
一
瞬
に
し
て
泥
水
の
下
と
な
り
、

そ
の
惨
状
は
目
を
覆
わ
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
木
曽
三
川
の
デ
ル

タ
地
帯
に
あ
た
り
、
海
抜
ゼ
ロ
m
地
帯
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
全
国
で
も
有
数
の
低
平
地

帯
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
二
四
〇
箇
所
の
多

数
に
渡
る
破
堤
箇
所
か
ら
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
海
水
が
侵
入
し
、
遠
く

は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
も
離
れ
た
津
島

市
ま
で
達
し
て
、
地
盤
の
低
い
南
部
で
は

最
高
一
二
〇
日
間
、
湛
水
し
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
被
害
と
な
っ
た
原
因

は
、
台
風
の
驚
異
的
な
勢
力
に
加
え
、
次

の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
一
）
低
い
気
圧
と
強
風
に
よ
り
異
常
に
潮

位
が
高
く
な
り
、
し
か
も
こ
の
地
域

が
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
に
あ
た

り
、
比
較
的
人
口
が
密
な
地
域
が
多

か
っ
た
こ
と
。

（
二
）
台
風
の
来
襲
時
刻
が
夜
間
で
、
暴
風

雨
と
停
電
の
た
め
に
、
台
風
情
報
や

警
報
の
把
握
、伝
達
が
不
十
分
で
、防

災
態
勢
に
入
る
の
が
遅
れ
た
。

（
三
）
こ
の
地
方
は
大
き
な
台
風
の
経
験
が

少
な
く
、
昭
和
二
八
年
の
一
三
号
台

風
以
外
で
、
被
害
ら
し
い
被
害
を
ほ

と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
。

（
四
）
こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
以
降
干
拓

さ
れ
た
土
地
が
多
く
、
海
抜
ゼ
ロ
m

程
度
の
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
浸

水
し
た
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
特
徴
を
み
る
と
河
川
の

洪
水
だ
け
に
よ
る
災
害
と
比
較
し
て
、
次

の
よ
う
な
点
で
相
違
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
）
浸
水
範
囲
が
極
め
て
広
範
囲
で
、
渥

美
半
島
か
ら
紀
伊
半
島
ま
で
の
ほ
と

ん
ど
の
海
岸
が
浸
水
し
た
。

（
二
）
内
陸
部
へ
の
到
達
限
界
は
海
抜
一
m

前
後
の
三
角
州
地
帯
で
、
そ
れ
よ
り

内
部
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
著

し
い
対
照
を
な
し
た
。

（
三
）
高
潮
の
速
度
が
極
め
て
速
く
、
こ
の

た
め
、
家
屋
の
倒
壊
、
流
失
が
目
立

ち
、海
岸
の
貯
木
場
付
近
で
は
、流
木

に
よ
る
人
的
被
害
が
著
し
か
っ
た
。

（
四
）高
潮
に
よ
る
堤
防
決
壊
口
よ
り
海
水
が

干
満
に
応
じ
て
出
入
り
し
た
た
め
、地

盤
の
高
さ

が
満
潮
位

以
下
の
地

域
で
は
長

期
間
に

渡
っ
て
湛

水
し
た
。

（
五
）
全
般
に
浸

食
作
用
が

著
し
く
、堤

防
決
壊
口

付
近
で
は

堤
防
の
内

側
に
落
堀

（
注
：
お
っ
ぽ
り
。押
堀
と
も
記
す
）
を

つ
く
り
、そ
の
周
辺
に
堤
防
の
土
が
堆

積
し
た
。落
堀
は
極
め
て
深
く
、
鍋
田

干
拓
地
で
は
一
〇
m
に
達
す
る
も
の

が
あ
り
、長
島
町
で
は
六
m
位
の
も
の

が
多
か
っ
た
。名
古
屋
以
西
の
水
田
地

帯
で
は
、高
潮
及
び
干
満
に
よ
る
耕
土

の
流
失
が
め
だ
っ
た
。

（
六
）
海
水
の
浸
水
し
た
範
囲
、
特
に
干
拓

地
で
は
塩
害
が
著
し
か
っ
た
。

　

昭
和
三
四
年
当
時
は
敗
戦
の
混
乱
は
収

ま
り
を
み
せ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
、
物
資
が
不
足
が
ち
な
時
代
で
し
た
。

ま
し
て
や
、
テ
レ
ビ
や
電
話
も
各
戸
に
は

普
及
し
て
は
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
情
報
の

収
集
や
伝
達
も
現
代
の
よ
う
に
迅
速
に
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
代
的
背

景
も
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
三
川
高
潮
対
策
事
業
／

高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
発
行

『
輪
中
と
高
潮

－

伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』

伊
藤
重
信
編
著
三
重
郷
土
資
料
刊
行
会
刊

『
桑
名
市
史
』
桑
名
市
発
行

『
伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
』

伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
事
業
実
行
委
員
会

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 堤防もろとも崩れ落ちる家屋
　（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 根こそぎ破壊された海岸堤（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 伊勢湾台風・名古屋港潮位記録と気圧の推移

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
伊
勢
湾
一
帯
に
悪
夢
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

高
潮
に
呑
み
込
ま
れ
る
家
屋
、
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い

流
木…

。

激
し
い
風
雨
は
退
路
を
断
ち
、
被
災
者
は
約
一
二
〇
万
人
。

伊
勢
湾
台
風
第
二
編
で
は
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
そ
の
状
況
を

中
心
に
特
集
し
ま
す
。

被
災
者
一
二
〇
万
人

深
い
傷
跡
を
残
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
被
害

第
二
節

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。
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た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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（
二
）
発
生
初
期
か
ら
上
陸
直
前
ま
で
非
常

に
強
い
中
心
勢
力
を
維
持
し
、
中
心

気
圧
は
本
土
へ
上
陸
し
た
台
風
の
観

測
記
録
値
と
し
て
、
昭
和
九
年
の
室

戸
台
風
、
昭
和
二
〇
年
の
枕
崎
台
風

に
次
い
で
、史
上
三
番
目
で
あ
っ
た
。

（
三
）
暴
風
圏
が
非
常
に
広
大
な
超
大
型
台

風
で
、
本
州
南
方
海
上
を
北
上
す
る

頃
に
は
、最
大
風
速
毎
秒
七
五
m
、風

速
毎
秒
二
五
m
以
上
の
暴
風
圏
が
直

径
七
〇
〇
㎞
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
四
）
本
州
付
近
の
停
滞
前
線
が
台
風
の
接

近
と
と
も
に
活
発
と
な
り
、
各
地
の

大
雨
を
も
た
ら
し
た
こ
と
。

（
五
） 

上
陸
後
も
勢
力
は
衰
え
ず
、
毎
時
六
五

㎞
に
近
い
速
度
で
駆
け
抜
け
た
こ
と
。

（
六
） 

伊
勢
湾
の
左
側
（
西
側
）
と
い
う
伊
勢

湾
及
び
渥
美
湾
沿
岸
地
方
な
ど
に

と
っ
て
、高
潮
の
吹
き
寄
せ
効
果
の
高

ま
る
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
っ
た
こ
と
。

（
七
） 

台
風
経
路
の
特
徴
は
、
九
月
二
五
日

以
降
は
南
北
方
向
に
速
度
分
布
が
大

き
か
っ
た
こ
と
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
状
況

　　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
の
は
愛
知
・
三
重
両
県
で
す
。
中
で

も
人
家
が
密
集
し
て
い
る
名
古
屋
市
南
部

及
び
西
部
、
愛
知
県
海
部
郡
一
帯
、
三
重

県
北
部
の
木
曽
三
川
河
口
付
近
で
、
異
常

潮
位
の
た
め
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
堤
防
が

決
壊
し
、
一
瞬
に
し
て
泥
水
の
下
と
な
り
、

そ
の
惨
状
は
目
を
覆
わ
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
木
曽
三
川
の
デ
ル

タ
地
帯
に
あ
た
り
、
海
抜
ゼ
ロ
m
地
帯
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
全
国
で
も
有
数
の
低
平
地

帯
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
二
四
〇
箇
所
の
多

数
に
渡
る
破
堤
箇
所
か
ら
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
海
水
が
侵
入
し
、
遠
く

は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
も
離
れ
た
津
島

市
ま
で
達
し
て
、
地
盤
の
低
い
南
部
で
は

最
高
一
二
〇
日
間
、
湛
水
し
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
被
害
と
な
っ
た
原
因

は
、
台
風
の
驚
異
的
な
勢
力
に
加
え
、
次

の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
一
）
低
い
気
圧
と
強
風
に
よ
り
異
常
に
潮

位
が
高
く
な
り
、
し
か
も
こ
の
地
域

が
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
に
あ
た

り
、
比
較
的
人
口
が
密
な
地
域
が
多

か
っ
た
こ
と
。

（
二
）
台
風
の
来
襲
時
刻
が
夜
間
で
、
暴
風

雨
と
停
電
の
た
め
に
、
台
風
情
報
や

警
報
の
把
握
、伝
達
が
不
十
分
で
、防

災
態
勢
に
入
る
の
が
遅
れ
た
。

（
三
）
こ
の
地
方
は
大
き
な
台
風
の
経
験
が

少
な
く
、
昭
和
二
八
年
の
一
三
号
台

風
以
外
で
、
被
害
ら
し
い
被
害
を
ほ

と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
。

（
四
）
こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
以
降
干
拓

さ
れ
た
土
地
が
多
く
、
海
抜
ゼ
ロ
m

程
度
の
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
浸

水
し
た
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
特
徴
を
み
る
と
河
川
の

洪
水
だ
け
に
よ
る
災
害
と
比
較
し
て
、
次

の
よ
う
な
点
で
相
違
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
）
浸
水
範
囲
が
極
め
て
広
範
囲
で
、
渥

美
半
島
か
ら
紀
伊
半
島
ま
で
の
ほ
と

ん
ど
の
海
岸
が
浸
水
し
た
。

（
二
）
内
陸
部
へ
の
到
達
限
界
は
海
抜
一
m

前
後
の
三
角
州
地
帯
で
、
そ
れ
よ
り

内
部
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
著

し
い
対
照
を
な
し
た
。

（
三
）
高
潮
の
速
度
が
極
め
て
速
く
、
こ
の

た
め
、
家
屋
の
倒
壊
、
流
失
が
目
立

ち
、海
岸
の
貯
木
場
付
近
で
は
、流
木

に
よ
る
人
的
被
害
が
著
し
か
っ
た
。

（
四
）高
潮
に
よ
る
堤
防
決
壊
口
よ
り
海
水
が

干
満
に
応
じ
て
出
入
り
し
た
た
め
、地

盤
の
高
さ

が
満
潮
位

以
下
の
地

域
で
は
長

期
間
に

渡
っ
て
湛

水
し
た
。

（
五
）
全
般
に
浸

食
作
用
が

著
し
く
、堤

防
決
壊
口

付
近
で
は

堤
防
の
内

側
に
落
堀

（
注
：
お
っ
ぽ
り
。押
堀
と
も
記
す
）
を

つ
く
り
、そ
の
周
辺
に
堤
防
の
土
が
堆

積
し
た
。落
堀
は
極
め
て
深
く
、
鍋
田

干
拓
地
で
は
一
〇
m
に
達
す
る
も
の

が
あ
り
、長
島
町
で
は
六
m
位
の
も
の

が
多
か
っ
た
。名
古
屋
以
西
の
水
田
地

帯
で
は
、高
潮
及
び
干
満
に
よ
る
耕
土

の
流
失
が
め
だ
っ
た
。

（
六
）
海
水
の
浸
水
し
た
範
囲
、
特
に
干
拓

地
で
は
塩
害
が
著
し
か
っ
た
。

　

昭
和
三
四
年
当
時
は
敗
戦
の
混
乱
は
収

ま
り
を
み
せ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
、
物
資
が
不
足
が
ち
な
時
代
で
し
た
。

ま
し
て
や
、
テ
レ
ビ
や
電
話
も
各
戸
に
は

普
及
し
て
は
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
情
報
の

収
集
や
伝
達
も
現
代
の
よ
う
に
迅
速
に
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
代
的
背

景
も
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。
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献
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潮
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伊
勢
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台
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事
誌
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 堤防もろとも崩れ落ちる家屋
　（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 根こそぎ破壊された海岸堤（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 伊勢湾台風・名古屋港潮位記録と気圧の推移

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
伊
勢
湾
一
帯
に
悪
夢
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

高
潮
に
呑
み
込
ま
れ
る
家
屋
、
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い

流
木…

。

激
し
い
風
雨
は
退
路
を
断
ち
、
被
災
者
は
約
一
二
〇
万
人
。

伊
勢
湾
台
風
第
二
編
で
は
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
そ
の
状
況
を

中
心
に
特
集
し
ま
す
。

被
災
者
一
二
〇
万
人

深
い
傷
跡
を
残
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
被
害

第
二
節

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。

❋
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献
❋
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）

た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋
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第
一
章

第
一
章

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 延 と々続く流失家屋の残骸（中日新聞社提供） ■ 墓地も海の底 （伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 水没でマヒ状態に入った名古屋市南区大同製鋼（中日新聞社提供）

■ 木曽川堤の破堤状況（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。

❋
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献
❋
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た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

■ 孤立して救援を求める被災者（桑名郡木曽岬村）
    （中日新聞社提供）

■ 被害額

■ 被災状況

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。
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第
一
章

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。数

十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。干

拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 延 と々続く流失家屋の残骸（中日新聞社提供） ■ 墓地も海の底 （伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 水没でマヒ状態に入った名古屋市南区大同製鋼（中日新聞社提供）

■ 木曽川堤の破堤状況（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。

❋
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）

た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

■ 孤立して救援を求める被災者（桑名郡長島町）   
（中日新聞社提供）

■ 被害額

■ 被災状況

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

あ

ま

            
           

      

か
ら
す
え            

ね

こ

じ

  

あ
く
た
み　

 

よ
こ 

ま 

く
ら

愛　知　県

三　重　県

岐　阜　県

合　　　計

土　　木

37,202,258

29,069,417

3,739,811

70,011,486

農　　地

15,211,881

5,820,191

530,978

21,563,050

農 林 水 産

41,384,213

28,968,370

13,261,834

83,614,417

商　　工

65,177,793

32,718,000

9,716,200

107,611,993

住　　宅

146,990,039

80,667,170

19,943,386

247,600,595

そ の 他

16,393,738

5,364,697

2,139,259

23,897,694

合　　計

322,359,922

182,607,845

49,331,468

554,299,235

千円

愛
　
知
　
県

名古 屋 市

津　島　市

海　部　郡

知　多　郡

常　滑　市

半　田　市

桑　名　郡

桑　名　市
三　重　郡

四日 市 市

鈴　鹿　市

合 計

三
　
重
　
県

（中川区・港区・南区）

県市郡別 種　　別 死　　者
1,851人

1人

487人

216人

12人
290人

1,353人
197人

340人

113人

10人

4,870人

行方不明
58人

0人

25人

2人

0人
0人

69人
5人

8人

2人

0人

169人

負  傷  者
40,528人

1,336人

5,222人

1,628人

348人
664人

2,071人
1,531人

589人

2,150人

36人

56,103人

住宅被害
118,324戸

1,226戸

12,843戸

16,460戸

4,932戸
9,511戸

4,382戸
7,972戸

4,086戸

22,031戸

3,039戸

204,806戸
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第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

■ 堤防断面の名称

■ 伊勢湾北部海岸被害状況表

史
上
最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の
一
つ
は
、

高
潮
に
よ
る
災
害
。

激
浪
は
、
伊
勢
湾
の
各
所
に
お
い
て
、
既
設
の
海
岸
堤
防
を
決
壊
し
、

近
世
以
降
、
干
拓
さ
れ
た
地
域
を
、
再
び
、
泥
の
海
に
沈
め
た
。

木
曽
三
川
の
河
川
堤
防
も
同
様
に
、
豪
雨
と
高
潮
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
。

記
録
を
越
え
る
自
然
の
猛
威
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
海
岸
堤
防
、

河
川
堤
防
。
そ
の
原
因
と
被
災
の
実
態
を
特
集
し
ま
す
。

記
録
を
塗
り
替
え
た
高
潮
災
害
で
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

海
岸
・
河
川
堤
防

第
三
節

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸堤

■ 城南海岸

■ 川越海岸

■ 長島海岸

■ 鍋田海岸

■ 海部海岸

■ 木曽三川河川被害状況表

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

特
集
伊
勢
湾
台
風
第
三
編 （Vol.27 1998 SU

M
M
ER

）

                    

あ   

ま             

　

 　

    

き　

そ 

さ
き          

                    

あ   

ま             

6箇所 1,160 5,679
破堤箇所数 破堤総延長（m） 決壊総延長

木曽川左岸
区　域　名

5箇所 985 8,599木曽川右岸
8箇所 2,250 2,765長良川左岸

2,315長良川右岸
4,770揖斐川左岸

3箇所 290 9,969揖斐川右岸
7箇所 1,070鍋　田　川

1箇所 1,060

破堤箇所数 破堤総延長（m）

木曽岬海岸

区　域　名

2箇所 265長 島 海 岸
2箇所 930

4箇所 1,410
7箇所 511

城 南 海 岸

海 部 海 岸
南 陽 海 岸

3箇所 495川 越 海 岸

12箇所 758鍋 田 海 岸

破堤箇所数 破堤総延長（m）区 別

76箇所 8,898
39箇所 6,469

河 川
海 岸

115箇所 15,367合 計

A'B:天端、AC、DE:表のりまたは外のり、BF，GH:裏のりま
たは内のり、CD:表小段、FG:裏小段、A、B:のり肩、EH:堤
防敷、ACDE面を保護するコンクリート張りのようなものは
表護岸、BFGH面を保護するものを裏護岸という。

天端川表

堤防敷

表小段
裏小段

パラペット工（波返し工）

E
D C

F

H

G

A

A'
B

H.W.L
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第
一
章

第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

■ 堤防断面の名称

■ 伊勢湾北部海岸被害状況表

史
上
最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の
一
つ
は
、

高
潮
に
よ
る
災
害
。

激
浪
は
、
伊
勢
湾
の
各
所
に
お
い
て
、
既
設
の
海
岸
堤
防
を
決
壊
し
、

近
世
以
降
、
干
拓
さ
れ
た
地
域
を
、
再
び
、
泥
の
海
に
沈
め
た
。

木
曽
三
川
の
河
川
堤
防
も
同
様
に
、
豪
雨
と
高
潮
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
。

記
録
を
越
え
る
自
然
の
猛
威
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
海
岸
堤
防
、

河
川
堤
防
。
そ
の
原
因
と
被
災
の
実
態
を
特
集
し
ま
す
。

記
録
を
塗
り
替
え
た
高
潮
災
害
で
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

海
岸
・
河
川
堤
防

第
三
節

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸堤

■ 城南海岸

■ 川越海岸

■ 長島海岸

■ 鍋田海岸

■ 海部海岸

■ 木曽三川河川被害状況表

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

特
集
伊
勢
湾
台
風
第
三
編 （Vol.27 1998 SU

M
M
ER

）

                    

あ   

ま             

　

 　

    

き　

そ 

さ
き          

                    

あ   

ま             

6箇所 1,160 5,679
破堤箇所数 破堤総延長（m） 決壊総延長

木曽川左岸
区　域　名

5箇所 985 8,599木曽川右岸
8箇所 2,250 2,765長良川左岸

2,315長良川右岸
4,770揖斐川左岸

3箇所 290 9,969揖斐川右岸
7箇所 1,070鍋　田　川

1箇所 1,060

破堤箇所数 破堤総延長（m）

木曽岬海岸

区　域　名

2箇所 265長 島 海 岸
2箇所 930

4箇所 1,410
7箇所 511

城 南 海 岸

海 部 海 岸
南 陽 海 岸

3箇所 495川 越 海 岸

12箇所 758鍋 田 海 岸

破堤箇所数 破堤総延長（m）区 別

76箇所 8,898
39箇所 6,469

河 川
海 岸

115箇所 15,367合 計

A'B:天端、AC、DE:表のりまたは外のり、BF，GH:裏のりま
たは内のり、CD:表小段、FG:裏小段、A、B:のり肩、EH:堤
防敷、ACDE面を保護するコンクリート張りのようなものは
表護岸、BFGH面を保護するものを裏護岸という。

天端川表

堤防敷

表小段
裏小段

パラペット工（波返し工）

E
D C

F

H

G

A

A'
B

H.W.L



910

第
一
章

第
一
章

　

台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 揖斐川左岸白鶏附近

大正12年9月14日生
零戦パイロットとして終戦
を迎え、昭和21年7月伊曽
島村役場に就職。
昭和31年町村合併により
長島町役場総務課消防係と
して伊勢湾台風を体験。
昭和51年助役に、昭和54
年4月に町長に初当選、連
続5期当選。

警
戒
の
最
前
線
で

第
四
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸

■ 揖斐川左岸

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

長島町町長　伊藤 仙七
（1988年当時）
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■ 伊勢湾台風被害状況図　長島町略図
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台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 揖斐川左岸白鶏附近

大正12年9月14日生
零戦パイロットとして終戦
を迎え、昭和21年7月伊曽
島村役場に就職。
昭和31年町村合併により
長島町役場総務課消防係と
して伊勢湾台風を体験。
昭和51年助役に、昭和54
年4月に町長に初当選、連
続5期当選。

警
戒
の
最
前
線
で

第
四
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸

■ 揖斐川左岸

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

長島町町長　伊藤 仙七
（1988年当時）
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台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 倒壊寸前の民家（殿名地区）■ 木曽川堤沿いを望む　50戸余全部流失の跡（松東地区）

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

■ 災害復旧工事には、婦人の姿も見られ総動員で行な
　 われた。（中日新聞社提供）
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台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 倒壊寸前の民家（殿名地区）■ 木曽川堤沿いを望む　50戸余全部流失の跡（松東地区）

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

■ 災害復旧工事には、婦人の姿も見られ総動員で行な
　 われた。（中日新聞社提供）
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 台風経路図

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　
木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 台風経路図

■ 三川河口部の浸水状況

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
第
一
五
号
台

風
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
に
想
像
を
絶
す
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

史
上
最
大
の
被
害
を
出
し
た
背
景
に
は
、
台
風
の
規
模
と
と
も
に
、

い
く
つ
も
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

台
風
災
害
史
上
最
大
の

被
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風

第
五
節

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 台風経路図

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　
木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 台風経路図

■ 三川河口部の浸水状況

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
第
一
五
号
台

風
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
に
想
像
を
絶
す
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

史
上
最
大
の
被
害
を
出
し
た
背
景
に
は
、
台
風
の
規
模
と
と
も
に
、

い
く
つ
も
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

台
風
災
害
史
上
最
大
の

被
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風

第
五
節

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

❋
参
考
引
用
文
献
❋

『
伊
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台
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台
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』
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年
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県
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』
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史
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第
一
章

第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　

木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 主要地点の風速・風向・気圧の変化

■ 牧田川の氾濫状況 ■ 総雨量分布図

■ 瞬間最大風速分布図

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

❋
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

第
六
節

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　

行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。

❋
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
は
、
名
古
屋
市
南
部
を
は
じ
め
と
す
る
伊

勢
湾
周
辺
の
広
い
範
囲
で
浸
水
被
害
を
ひ
き
起
こ
し
、
多
く
の
方
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
内
陸
部
で
も
大
雨
に
よ
る
木
曽
三
川
の
洪
水
で
、
各
地
で

河
川
堤
防
が
決
壊
し
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
沿
岸
を
襲
っ
た

高
潮
と
木
曽
三
川
の

洪
水
氾
濫

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　

木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 主要地点の風速・風向・気圧の変化

■ 牧田川の氾濫状況 ■ 総雨量分布図

■ 瞬間最大風速分布図

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

❋
参
考
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

第
六
節

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　

行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
は
、
名
古
屋
市
南
部
を
は
じ
め
と
す
る
伊

勢
湾
周
辺
の
広
い
範
囲
で
浸
水
被
害
を
ひ
き
起
こ
し
、
多
く
の
方
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
内
陸
部
で
も
大
雨
に
よ
る
木
曽
三
川
の
洪
水
で
、
各
地
で

河
川
堤
防
が
決
壊
し
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
沿
岸
を
襲
っ
た

高
潮
と
木
曽
三
川
の

洪
水
氾
濫

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

伊
勢
湾
台
風
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第
一
章

第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　

史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

■ 行政区別死者行方不明者数

■ 破壊された城南海岸の堤防

■ 東海三県の長期湛水面積

■ 平和観音像 桑名市長島町

■ 東海三県の家屋被害状況

■ 木曽川左岸堤防の破堤 木曽岬町白鷺

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市の被害状況

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　
行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。

❋
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

■ 七郷輪中の浸水状況
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　

史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

■ 行政区別死者行方不明者数

■ 破壊された城南海岸の堤防

■ 東海三県の長期湛水面積

■ 平和観音像 桑名市長島町

■ 東海三県の家屋被害状況

■ 木曽川左岸堤防の破堤 木曽岬町白鷺

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市の被害状況

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　
行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。

❋
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引
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文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

■ 七郷輪中の浸水状況
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■ 木曽三川河口部の状況
　 「陸上自衛隊撮影」「中部地区自然災害科学資料センター提供」

拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 東京湾・伊勢湾・大阪湾の湾形状の比較

伊
勢
湾
台
風
で
は
非
常
に
多
く
の
犠
牲
者
・
流
失
家
屋
が
で
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
伊
勢
湾
の
形
状
な
ど
悪
い
自
然
条
件
の
重
な
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
堤
防
の
強
度
や
避
難
体
制
な
ど
当
時
の
水
準
が
低

か
っ
た
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

被
害
が
拡
大
し
た
背
景
と

当
時
の
防
災
施
設
・

避
難
体
制

第
七
節

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

❋
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献
❋
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第
一
章

拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

❋
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拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊状況

■ 羽島市桑原輪中の湛水状況 ■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊断面図

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

❋
参
考
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
三
重
県

『
岐
阜
市
史　

通
史
編
現
代
』　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

『
伊
勢
湾
台
風
報
告
書
』　

平
成
二
〇
年
三
月　

中
央
防
災
会
議

げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

三
重
県
長
島
町
や
桑
名
市
の
城
南
干
拓
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
も
最
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
所
。

高
潮
と
波
浪
は
、
一
瞬
に
し
て
、
海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
を
破
堤
さ
せ
、

多
く
の
人
命
や
財
産
を
呑
み
込
ん
だ
。

そ
ん
な
惨
状
の
中
、
九
死
に
一
生
を
得
た
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

伊
勢
湾
台
風
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

[

座
談
会
﹈　

　

被
災
者
が
語
る

　

伊
勢
湾
台
風
の
猛
威

第
八
節

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿
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拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊状況

■ 羽島市桑原輪中の湛水状況 ■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊断面図

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

❋
参
考
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
三
重
県

『
岐
阜
市
史　

通
史
編
現
代
』　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

『
伊
勢
湾
台
風
報
告
書
』　

平
成
二
〇
年
三
月　

中
央
防
災
会
議

げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

三
重
県
長
島
町
や
桑
名
市
の
城
南
干
拓
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
も
最
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
所
。

高
潮
と
波
浪
は
、
一
瞬
に
し
て
、
海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
を
破
堤
さ
せ
、

多
く
の
人
命
や
財
産
を
呑
み
込
ん
だ
。

そ
ん
な
惨
状
の
中
、
九
死
に
一
生
を
得
た
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

伊
勢
湾
台
風
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

[

座
談
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被
災
者
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語
る

　

伊
勢
湾
台
風
の
猛
威

第
八
節

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿
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げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿

  

出
席
者
（
敬
称
略
）

 

市
野
　
喜
吉 

長
島
町
在
住 

二
〇
歳

 

大
泉
美
千
代 

桑
名
市
在
住 

二
六
歳

 

大
村
　
朝
子 

桑
名
市
在
住 

三
八
歳
　

 

岡
村
　
し
づ 

桑
名
市
在
住 

二
三
歳

 

田
中
　
恵
子 

長
島
町
在
住 

一
八
歳
　

 

薮
田
　
清
子 

桑
名
市
在
住 

三
三
歳

　※

住
所
・
年
齢
は
、
被
災
当
時
の
も
の
で
す
。
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げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿

  

出
席
者
（
敬
称
略
）

 

市
野
　
喜
吉 

長
島
町
在
住 

二
〇
歳

 

大
泉
美
千
代 

桑
名
市
在
住 

二
六
歳

 

大
村
　
朝
子 

桑
名
市
在
住 

三
八
歳
　

 

岡
村
　
し
づ 

桑
名
市
在
住 

二
三
歳

 

田
中
　
恵
子 

長
島
町
在
住 

一
八
歳
　

 

薮
田
　
清
子 

桑
名
市
在
住 

三
三
歳

　※

住
所
・
年
齢
は
、
被
災
当
時
の
も
の
で
す
。
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の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

■ 国道１号長栄橋が流失したため、自衛隊によって架橋されたベリー橋

昭和11年生。
昭和53年10月～平成10年
10月長島町議会議員、こ
の間、昭和63年10月～平
成4年10月長島町議会議
長。平成11年4月～平成16
年12月長島町長。平成18
年旭日双光章受章。当時の
NPO法人木曽川環境保全機
構理事長。

伊
勢
湾
台
風
の

被
災
状
況
と
災
害
対
策

第
九
節

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

平 野 久 克 氏
（元長島町長）

プロフィール

■ 倒壊寸前の民家（桑名市長島町殿名）

■ 仮設ポンプによる排水作業（桑名市長島町松蔭）

■ 浸水し、２階に避難している人 （々名古屋市南区）■ 無残な姿を見せる揖斐川左岸堤防（桑名市長島町白鶏）

■ 防災行政無線 戸別受信機

■ 防災行政無線 屋外■ 伊勢湾台風水位標 ■ 貯水槽
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ち
ょ
う
え
い
ば
し

■ 伊勢湾台風による破堤箇所浸水状況
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第
一
章

第
一
章

の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

■ 国道１号長栄橋が流失したため、自衛隊によって架橋されたベリー橋

昭和11年生。
昭和53年10月～平成10年
10月長島町議会議員、こ
の間、昭和63年10月～平
成4年10月長島町議会議
長。平成11年4月～平成16
年12月長島町長。平成18
年旭日双光章受章。当時の
NPO法人木曽川環境保全機
構理事長。

伊
勢
湾
台
風
の

被
災
状
況
と
災
害
対
策

第
九
節

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

平 野 久 克 氏
（元長島町長）

プロフィール

■ 倒壊寸前の民家（桑名市長島町殿名）

■ 仮設ポンプによる排水作業（桑名市長島町松蔭）

■ 浸水し、２階に避難している人 （々名古屋市南区）■ 無残な姿を見せる揖斐川左岸堤防（桑名市長島町白鶏）

■ 防災行政無線 戸別受信機

■ 防災行政無線 屋外■ 伊勢湾台風水位標 ■ 貯水槽
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ち
ょ
う
え
い
ば
し

■ 伊勢湾台風による破堤箇所浸水状況
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第
一
章

の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

■ ミシシッピー川河岸に残る出水の跡

■ ロンドン通り運河左岸破堤口上流端
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